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本研究は 横断研究により 女性介護者における腰痛との関連要因を明らかにすることを目的とした
カ所の特別養護老人ホ ムに勤務する女性介護職員 人を対象として 腰痛の有無 経験年数
握力 長座体前屈 指床間距離 抑うつ自己評価スコ
ア による身体的健康度
と精神的健康度 疲労の自覚症状を調査した 腰痛の
有無を目的変数とし その他の変数を説明変数とした多重ロジスティック回帰分析を行った 人
が 慢性的な腰痛を訴えていた 多重ロジスティック回帰分析の結果 腰痛の発生は 身長がオッズ比
信頼区間 による身体的健康度 が
精神的健康度 が で有意であった 本研究は 身長が高いこと
は中腰姿勢を助長し 腰痛を起こす原因になるかもしれないこと 身体 精神的な健康の程度は 腰痛と関
係があることが明らかになった 今後 交代勤務に伴う睡眠障害や慢性疲労との関連性も含めて検討すべき
であることが示唆された
女性介護者 腰痛 横断研究
痛が大きな健康問題となっている 腰痛を有する介護者が
多数存在していることが報告されている
厚生労働省の平成 年の統計 によると 歳以上の また 腰痛のある女性介護者は 労働条件や職場環境へ
高齢化率は 年 平成 年 月 には で 今後 の不満が高いこと 職場での人間関係や仕事上の精神的
も高齢化率は上昇し続け 年には になると予 ストレスが高いこと 柔軟性や筋力といった体力要素が
想されている 低いこと が報告されている
そうした高齢社会の中で 介護者において様 な健康問 しかし これまでのところ 日本の特別養護老人ホ ム
題が生じている 最近の報告では 女性介護者は高血圧の において勤務も含む交代勤務をしている女性介護者を対象
有病率が高く 健康や老後に対するストレスや抑うつ感を として 腰痛と精神的健康度 身体的健康度 柔軟性を含
有する者が多いことが指摘されている 女性介護者は めての関連要因を調べた横断研究はほとんどない また
非介護者と比較して 脳 心血管疾患の既往歴や自律神経 年に導入された日本の公的介護保険により 特別養護
失調症を有する者が多いことが報告されている また 老人ホ ムは 入所者の要介護度が重度化しており この
長時間介護をしている女性介護者は非介護者と比較して 背景を踏まえた女性介護職員における最新の実態把握が求
虚血性心疾患のリスクが高いことも報告されている められている
ところで 抱きかかえてのトランスファ や入浴介助 そこで 本研究は 特別養護老人ホ ムに勤務する女性
起座介助など 中腰姿勢での作業が多い職務形態に加え 介護者における腰痛とその関連する要因を明らかにするこ
て 男性よりも一般的に体力水準の低い女性にとって 腰 とを目的とした
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女性介護者における腰痛の実態と
関連要因に関する横断研究
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女性介護者における腰痛の実態と関連要因に関する横断研究
性ありと判断した 統計ソフトは
屈 予測因子 抑うつ自己評価スコア
を用いた は つの
設問 または リッカ トスケ ル により構成され そ
研究デザイン の信頼性と妥当性が報告されている それぞれの設問にお
本研究は 特別養護老人ホ ム 特養 の女性介護者を けるスコア アルゴリズム 設問 リッカ トによって重
対象とし 年 月の期間に実施した横断研究であ みが異なる は 開発版 の数値に準拠した つのサマ
る ただし 女性介護職員を対象とした多施設間ランダム リ スコアのある身体的健康度
化比較試験のベ スライン デ タを用いている と精神的健康度 は
参加者とセッティング 開発版の回帰式を用いた と ともに 得点が高
年 月の期間に 株式会社白十字社の営業担当者 いほど 良好な状態であることを示している
によって関東甲信越地方の特養 施設に研究参加の案内 は疫学研究用に開発された抑うつ状態を評価す
をした結果 施設が理事長あるいは施設長の決済により る質問紙で 箇所の逆転項目を含む の設問 リッ
組織としての参加意志を表明した カ トスケ ル から構成され 各設問 点で 合計
適格基準は 各施設ともに特養で夜勤を含む交代勤務を 点満点で評価する 得点が低いほど 良好な状態を示す
している女性とした 年齢や介護職の経験年数 介護福祉 基礎疾患については 現在 通院している場合にその疾
士あるいはホ ムヘルパ 級といった資格は除外基 患名 症状 と診療科の記載を求めた
準に含めなかった 調査は 年 月 施設 と 腰痛の定義
月 施設 に それぞれの施設の会議室や機能訓 腰痛は 慢性的な疼痛があるかどうかの回答を求めて
練室で実施した 質問紙は 回答するときの環境に影響さ 有訴群と非有訴群に区分した この 群を従属 目的 変
れうることから 静寂な空間で 時から 時の間に実施 数とした レントゲン診断等 診療行為は実施しておらず
した 調査時における参加者の状況は 交代勤務かつ複雑 腰痛の原因疾患の特定は行っていない
な休暇希望があるため 夜勤中 夜勤前 非番での出勤な 統計 分析
ど 条件は一定ではなく すべての者にとって統一的な時 本研究の検出力は ランダム化比較試験で 群間の比較
刻設定を行うことができなかった を想定した設定である 主要アウトカムである長座体前屈
調査項目 説明変数 の標準化効果量を 過誤率 過誤率を とし
調査項目は 年齢 交絡因子 介護職としての経験年数 た結果 必要なサンプルサイズは各群 となった
交絡因子 身長 修飾因子 体重 交絡因子 腰痛の有訴群と非有訴群の 群間の比較において 説明
交絡因子 握力 修飾因子 指床間 変数に対して 連続変数では 検定 離散変数では 検定
距離 予測因子 長座体前 を用いた 施設間における多重比較では 連続変数は一元
配置分散分析後に の方法による多重比較検定 離
予 散変数においては 検定を行った
測因子 そして通院中の基礎疾患名であった 目的変数を腰痛の有無 説明変数を他の項目とした多重
握力計は 竹井機器工業株式会社 ロジスティック回帰分析 変数増減法 を行い オッズ比
製 を用い 左右 回ずつ測定し それぞれの最大値の平 と 信頼区間を算出した サブグル プ解析は実施し
均を評価値 とした 腕を体幹に付けないこと 手指 なかった 本研究で用いたすべての調査項目において 欠
の関節に合わせて握力計の握る幅を定めることなどを含 損値はなかった
め 正しい姿勢で実施させた 有意確率は 未満をもって 有意差あり または関連
は 両足を揃えた立位姿勢から 反動をつけずに
ゆっくりと前屈し 両手の指 第三指 が床面に接地する を用いた
かどうかを 回だけ評価した 倫理面への配慮
長座体前屈計は ト エイライト株式会社製 調査に際しては 参加者に対して得られるメリットと生
を用い 長座姿勢で壁に腰背部と後頭部を接地させ 両手 じうるデメリット 及び途中であっても参加を拒否するこ
を伸ばして測定器に触れ そこから反動をつけずに最大努 とが自由にできることなどを十分に説明した上で 文書で
力で前屈したときの距離 を測定した 回実施し 参加の承諾を得た
最大値を評価値とした なお 本研究は 女性介護職員を対象とした腰痛予防
長座体前屈と ともに 可動制限の抑制を防ぐため 軽減に関する研究 多施設間ランダム化比較試験 代表研
に 腰痛軽減 予防ベルト等を外して実施した 握力 究者 上岡洋晴 を研究総体として 東京農業大学 人を
長座体前屈ともに 事前にトレ ニングした検者に 対象とした研究計画の倫理審査委員会 の事前の承認 な
よって 同一のインストラクションにより測定を行った らびに大学病院医療情報ネットワ ク 臨床試験登録
握力と長座体前屈は機器による数値表示 はそのパ 研究登録 に研究計画を事前
フォ マンスを明確に読み取れるため 高い精度を保つこ に申告した
とができた
健康関連 生活の質 として
研 究 方 法
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参加者のリクル トメントと最終的な調査率
参加者の特性
年 が 施設 年 と施設 年
および介護職の経験年数は 全体でそれぞれ 歳
より有意に高かった では 有訴群
点 が非有訴群 点 よりも有意に低かった
図 は 参加者のリクル トメントと最終的な調査率を も 有訴群 点 が非有訴群 点
示している 施設合わせての参加率 調査率 は で よりも有意に低かった 年齢 介護職の経験年数 体重
あった 握力 長座体前屈 では有意な差はみら
表 は 各施設の参加者の特性を示している 平均年齢 れなかった
表 は 変数増減法による多重ロジスティック回帰分析
年であった 多重比較の結果 施設 の経験年数 の結果である 腰痛と有意に関連する因子は 身長がオッ
ズ比 信頼区間 がオッズ比
より有意に高かった 信頼区間 がオッズ比
腰痛の有訴者率は 全体で 人 であった 主要 信頼区間 で モデルの判別的中率は
因子やその他の因子において 施設間で有意差は認められ であった これらは 身長が高いほど 身体的 精
なかった 神的健康度が低いほど 腰痛を有する危険率が高くなるこ
表 は 参加者が現在通院している基礎疾患 症状 で とを示している 年齢 は有意ではなかった
ある 腰痛は 名が該当していた 施設間で有病率の有意
差はなかった
表 は 腰痛の有訴群と非有訴群との間の比較である 本研究では 特養 施設で適格基準を満たす者の
身長において 有訴群 が非有訴群 を調査することができた その中で 慢性的な腰痛の有訴
図
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女性介護者における腰痛の実態と関連要因に関する横断研究
通院中の基礎疾患 症状 のべ 名 腰痛の有訴者の特性
腰痛と関連する要因
に膝や大腿を当てて ベッドからの抗力を利用すると 脊
椎 への負荷を軽減できるとし 抗力モ メント
の理解とその適切なスキルを獲得することの意義を述べて
者率は であり 関連因子として 身長と身体的健康 いる
度 精神的健康度が発見された ところで 腰痛は 単に脊椎への圧力やせん断力といっ
身長が高いほど 腰痛を有する危険性が高まることを た物理的な負荷だけが原因ではないことも知られるように
オッズ比は示している ら は 腰痛の危険因子 なってきた 本研究でも 腰痛の発生は における
として 介護の仕事以外の交絡因子を注意深く評価した結 精神的健康度と有意な関連があった 仮面うつや身体表現
果 身長と頭痛が関係していることを示している 起座介 性障害 などの精神疾患あるい
助やベッド上での清拭や体位変換などは より身長が高い は何らかの精神的な要因によって疼痛が生じることが考え
人ほど 股関節屈曲位の状態 いわゆる中腰姿勢で行わな られている 周辺症状として表れる腰痛であるならば そ
ければならず その負担が相対的に大きいことが考えられ の原因疾患の治療や増悪因子を取り除く必要がある
る 予測に反して 加齢や経験年数の多さは 腰痛と有意 ら は 精神的なストレスをコントロ ルすること
な関係はなかった これは 若年女性であっても 中高年 により 腰痛を改善できる可能性を指摘している
女性よりも体力があるがゆえに 反対に力任せ 体幹や上 ら は 腰痛のある者は ない者と比較して
肢に頼った筋出力 の介護動作になったり 身長が高いこ 職場環境に不満が多いことを報告しており その具体策も
とで 腰背部への負担度がより腰痛の危険性を高めうるこ 求められる 上述のように リフトなどの補助機器を導入
とを示しているのかもしれない するといったハ ド面の整備に加えて ら
腰への負担を軽減すること つまり物理的な負荷を軽減 は 介護者一人当たりの仕事の量を減らすことや スタッ
するという人間工学に基づくアプロ チは古くからなされ フの余裕を持った人員配置の必要性を述べている しか
ている 例えば 適切なベッドの高さにすること トラ し 現実には 日本では公的介護保険制度により 介護報
ンスファ ではリフトなどの補助機器を用いること 酬が明確に定められているため 経営者側にとっては困難
腰痛ベルトを用いること が腰背部への負担を軽減させ な課題ともなっている
るという研究報告である 介護者自身が 自分の健康は自身で守る という観点に
一方 介護者自身においても 物理的負荷を軽減させる 立てば 前述のように予防的措置として腰痛ベルトの着用
ためには 正しい姿勢での介護動作が重要であることも指 や 正しい姿勢での介護動作が重要だが ボディ コン
摘されている ら は ボディ コンディショ ディショニング つまり腰痛にならないようにするための
ニングや作業シミュレ ション ボディメカニクスの教育 筋力や柔軟性の維持 向上を基本とする考え方が自己防衛
介入より 脊椎 の椎間板に加わる力を軽減でき 策となる 筋力と柔軟性の低下は 腰痛の促進因子になる
たことを報告している ら は 介護者がベッド ことは明らか であり 運動療法として これまでマッケ
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財団法人厚生統計協会 国民衛生の動向
星野純子 堀 容子 近藤高明 ほか 女性介護者
における心身の健康的特性 日本公衛誌
房野絹可 久保千恵子 尾崎勝博 後藤啓輔 田島直也
当院における腰痛実態調査 日本腰痛会誌
伊藤友一 武田陽公 介護士の職業性腰痛の実態調
査 日本腰痛会誌
衣笠 隆 長崎 浩 伊東 元 橋詰 謙 古名丈人 丸山
仁司 他 腰痛経験に及ぼす体力と加齢の影響 特
別養護老人ホ ムの女性介護職員の場合 体育学研究
福原俊一 鈴鴨よしみ 日本語マニュアル 健康
評価研究機構 京都
島 悟 鹿野達男 北村俊則 ほか 新しい抑うつ
性自己評価尺度について 精神医学
ンジ 体操やウイリアムズ体操は リハビリテ ションの られる
基本として国内外で広く実施されている これらの体操を
運動プログラムの基盤とした介入研究が数多く実施されて
いる ら は 健康体操プログラムの継続が 本研究は 身長が高いことは中腰姿勢を助長し 腰痛を
腰痛に有効であるとするランダム化比較試験において そ 起こす原因になるかもしれないこと 身体的および精神的
の手段的側面として 運動の動機づけによるコンプライア な健康の程度は 腰痛と関係があることが明らかになっ
ンスの重要性を指摘している ら は 活動 た 交代勤務に伴う睡眠障害や慢性疲労との関連性も含め
的な運動介入によって 腰痛だけでなく運動パフォ マン て 今後検討すべきであることが示唆された
スも向上したことを報告している
一方で ら は 腰痛を有する運動の有効性や 本研究の実施にあたり 平成 年財団法人赤枝医
疾病の理解といった患者教育は 介入終了後 週目には 学研究財団の研究助成により実施しました また 白十字
消失すると報告している ら は 腰痛患者の職場に 株式会社による対象施設の募集など多大なご支援とご協力
おいて 欠勤中の保障が十分ある場合には 適切な運動療 をいただきました この場をお借りして 深謝します 東
法であっても 職場への早期復帰のための具体的な指導が 野理恵氏 東京農業大学 眞喜志まり氏 東邦大学習志野
なければ 余分な欠勤日数が増える とする興味深い報告 メディアセンタ 山田有希子氏 東京厚生年金病院図書
をしている これらのことは 患者教育としての運動療法 室 のご協力に厚く御礼申し上げます
だけでなく なぜ腰痛を予防することが重要であるか そ
れによって得られるメリットは何か 自分自身でできるこ
とは何かを介護者自身に理解させる必要があることを示し
ていると考えられる 前述の精神心理的因子の存在も考慮
すると 介護者のための包括的かつ本格的な健康づくり
疾病予防の対策 職場の環境衛生の充実 が施設内に求め
られるだろう
本研究では 身体的な健康度も 腰痛の発生と有意な関
連があったが 横断研究であるために因果関係を言及する
ことができないが 腰痛があるために 体調不良や不定愁
訴が生じていることが考えられる 介護者は 夜勤を含む
複雑な交代勤務をしている 交代勤務者において睡眠障害
が生じる危険性が高いことが明らかになっている とり
わけ 介護者は夜勤において 暗い居室を巡回し続けるこ
とが職務であり メラトニンの分泌を阻害し サ カディ
アンリズムに少なからず影響を与えている可能性が考えら
れる 実際に ら は 交代勤務の介護者にお
いては 睡眠障害とそれに伴う慢性疲労が高いことを報告
している
本研究は 介護者の腰痛を目的変数とし 関連因子を探
索することが主たる目的であった 本研究により 腰痛は
物理的負荷による曝露の大きさだけなく 介護者の身長
体格 やボディ コンディション 精神心理的因子 周辺
症状としての腰痛 さらには交代勤務に伴う睡眠障害と
慢性疲労との関連性も注意深く検討すべきことが示唆され
た
本研究には いくつかの限界がある まず 腰痛と つ
の変数において有意な関連があったが 研究デザインの特
性から厳密には因果関係を言及することはできない 腰痛
は あくまで参加者の愁訴であり 整形外科医による診断
を行っておらず 合わせて鑑別診断に基づくようなサブグ
ル プ分析を行うことができなかった また 睡眠時間や
仕事の質と量などの顕在的 潜在的な交絡因子の調整がで
きなかった さらには 検出力の検討において サンプル
サイズの計算は ランダム化比較試験として算出したもの
であり 横断研究として行われたものではないことが挙げ
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: The objective of this cross-sectional study was to reveal the actual conditions and related
factors of low back pain among female caregivers in special nursing homes for the elderly.
The participants were female caregivers in four facilities for the elderly. We surveyed the
existence of low back pain, employment period, Body Mass Index (BMI), grip power, sitting forward
ﬂexion, Finger-Floor Distance (FFD), the Center for Epidemiologic Study Depression Scale (CES-D),
Physical Health Score (PHS) and Mental Health Score (MHS) by using SF- and subjective symptoms
of fatigue. Multinomial logistic regression model was used to investigate how far low back pain was
related to mental and physical health status, ﬂexibility, power, employment period, and BMI.
. (N ) of the participants notiﬁed the presence of chronic lumbago. The result of
multinomial logistic regression model showed that the existence of low back pain was signiﬁcant in
the following variables : ) Odds ratio (OR) . ( conﬁdence interval : CI . . ) for
height, ) OR . ( CI . . ) for PHS, ) OR . ( CI . . ) for MHS.
Our ﬁndings suggest that height may reinforce a half-crouching position, thus it can be a cause of
low back pain, and that the degree of physical and mental health is related to low back pain. It was
also suggested that lumbago prevention and/or reduction strategy should include the relevance of
sleep interruption and chronic fatigue with shift work when this problem is examined in future.
: Female caregivers, low back pain, cross-sectional study, SF-
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